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前回までの検討内容
• 現状の設備で 3.25 GeV までビームを輸送可能
• 3.7 GeV 化する際の検討項目：

1. 四極電磁石は変更なしで対応可能
2. 偏向電磁石：最大積分磁場 1.38 Tm が必要

• 検討した案
1. 偏向電磁石の電源を増強

• BHR2E_1_14, BHR3E 2台の電源の増強が必要
• 鉄心の飽和⇒2次元磁場計算を行った

2. 偏向電磁石のギャップを縮小(34 mm ⇒ 28 mm）
• 15台の電磁石、真空チェンバーの改造が必要
• 積分磁場の分布はどうなっているか？



今回検討した事柄
• 積分磁場のｘ方向分布を調べるために、3次元磁場計
算を行った

• Opera 3D を使用

• 計算したモデル
1. Gap 34 mm （現状の偏向電磁石）
2. Gap 28 mm （ギャップを縮めたモデル）

• 鉄心の材質
1. 磁極：SUYB
2. リターンヨーク： SS41



BH 曲線



電磁石の形状



Gap 34 mm : Z方向の By の分布
I = 250 A, x = 0 mm, y = 0 mm



Gap 34 mm : Z方向の Bxの分布
I = 250 A, x = 5 mm, y = 5 mm



Gap 28 mm : Z方向の By の分布
I = 250 A, x = 0 mm, y = 0 mm



Gap 28 mm : Z方向の Bxの分布
I = 250 A, x = 5 mm, y = 5 mm



Gap 28 mm : Z方向の By の分布
I = 200 A, x = 0 mm, y = 0 mm



Gap 28 mm : Z方向の Bxの分布
I = 200 A, x = 5 mm, y = 5 mm



Z方向積分磁場 ByL のx方向分布



Z方向積分磁場 ByL のx方向分布
（x = 0 mm の値で規格化）



Z方向積分磁場 ByL のx方向分布
（x = 0 mm の値で規格化、中心付近を拡大）



Z方向積分磁場 BxLのx方向分布



Z方向積分磁場 BxLのx方向分布
（中心付近を拡大）



結果のまとめ
• Gap 34 mm : I = 250 A

1. By = 1.3676 (T)
2. ByL = 1.4396 (Tm)

• Gap 28 mm : I = 250 A
1. By = 1.5120 (T)
2. ByL = 1.5616 (Tm)

• Gap 28 mm : I = 200 A
1. By = 1.3387 (T)
2. ByL = 1.4056 (Tm)



まとめ
• Opera 3D を用いて3次元磁場計算を行った
• 鉄心：SUYB, SS41 に分割

• ByL は目標とした 1.38 (Tm) を超えることを確認

• By のz方向に積分した値のx方向分布を求めた
• x > 30 mm で ByL が1%ずれる

• 今回の3次元磁場計算では、シムの形状が最適化されて
いない

　　⇒シムを最適化する。メッシュの切り方の影響を考慮する
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